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開会年月日時刻 令和８年４月２３日（木） 午後３時００分 

閉会年月日時刻 令和８年４月２３日（木） 午後４時１７分 

会議の場所 たてばやし向井千秋記念子ども科学館 会議室 

会議次第 

 

１． 開会 

２． 会議録署名委員の指名 

３． 前回会議録の承認 

４． 教育長事務報告 

５． 議事 

議案第４４号 

議案第４５号 

議案第４６号 

議案第４７号 

議案第４８号 

議案第４９号 

 

議案第５０号 

議案第５１号 

 

議案第５２号 

 

議案第５３号  

館林市教育委員会点検評価委員の委嘱について 

館林市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

館林市青少年補導員の委嘱について 

学校運営協議会委員の委嘱について 

館林市文化財保護審議会委員の委嘱について 

館林市教育委員会職員等の旅費に関する規則の一部を改正 

する規則の制定について 

館林市幼児教育アドバイザー設置要綱の制定について 

令和８年度奨学資金（新規募集）貸与者の決定について（非 

公開） 

向井千秋記念子ども科学館条例施行規則の一部を改正する 

規則の制定について 

向井千秋記念子ども科学館運営協議会規則等の一部を改正 

する規則の制定について   

６． その他 

７． 閉会 
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出席者 

 

教育長 中 村 美江子 

教育長職務代理者 井 上 美智子 

教育委員 堀 口 哲 哉 

教育委員 木 戸 浩 之  

教育委員 栗 原   昇  
 

 

欠席者 

 

なし  

  

  

  

  
 

 

提案説明のため

出席した者 

  

教育部長 木 村 和 好 

教育総務課長兼学校給食センター所長 荒 川 博 一 

学校適正配置推進室長 栗 田 祥 仁 

生涯学習課長 森 田 秀 利 

参事兼学校教育課長 峯 﨑 正 樹 

文化振興課長 荒 井 栄次郎 

スポーツ振興課長 田部井   修 

たてばやし向井千秋記念子ども科学館長 田 中 洋 子 

図書館長 原   幸 恵 

総括係長 岩 瀬 美花里 

書記 江 原 康 仁 
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教育長 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

教育総務課長 

 

 

学校適正配置推進室長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

文化振興課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

それでは、定刻となりましたので、館林市教育委員会定例会を開会いた

します。                    （午後３時００分） 

会議に先立ちまして、４月１日付の人事異動に伴う部長職および課長職

３名が入れ替わり、課長職１名追加となりましたのでご報告いたしま

す。 

各自、自己紹介をお願いします。まずは教育部長からお願いいたします。 

教育部長の木村でございます。引き続きよろしくお願いします。 

よろしくお願いいたします。 

学校教育課学事係長より教育総務課長兼学校給食センター所長となり

ました荒川です。 

よろしくお願いいたします。 

財政課長よりこの度、学校適正配置推進室長として、お世話になります。

栗田と申します。 

よろしくお願いいたします。 

昨年度までは美園小学校校長として赴任しておりましたが、２年前まで

学校教育課で指導係長を務めており、この４月１日より、学校教育課長、

兼教育研究所所長となりました峯﨑です。 

よろしくお願いいたします。 

文化振興課長の荒井です。 

３月まで文化振興課日本遺産推進係長として、携わらせていただきまし

た。４月からは文化振興課課長ということで、委員の皆さんには大変お

世話になりますが、よろしくお願いいたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは本日の日程は別紙のとおりです。 

日程第２ 会議録署名議員を指名します。 

今回の署名委員は、木戸委員、栗原委員を指名します。 

次に日程第３ 前回の会議録の承認については、後日読んでいただき承

認するものとしてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議ないと認め、そのようにいたします。 

次に日程第４ 教育長の事務報告ですが、今回はございません。 

続いて、教育委員会各課の処理事務報告ですが、議案書に記載されてい

る事柄について補足説明と必要なものがありましたら、説明をお願いい

たします。何かございますか。 
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教育長 

 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

 

学校適正配置推進室長 

教育長 

学校適正配置推進室長 

 

 

 

 

（事務局から「なし」の声あり） 

それでは、今回の事務報告について質疑がありましたらお願いいたしま

す。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

６ページの生涯学習課の人事に関することについて、公民館の指導員の

配置なんですが、多々良公民館だけ３名の指導員がいるという理由を教

えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

多々良公民館ですが、他の公民館と違い、児童室と母子室というものが

ございまして、元々はこちらの部分が、児童センターや児童館と同じ所

管でした。そのため、児童室専門の職員が当初からおりました。 

ただ、そうなりますと、例えば公民館は閉館していますが、休日でも公

民館職員が出勤しなくてはならないですとか、公民館は開館しています

が、児童室の職員が休みで使えないですとか色々な運営上の問題もあっ

たかと思います。 

そうした中で、平成２４年から児童室も公民館に所管替えになりまし

て、そのときの児童室の職員が、そのまま現在も指導員として働いてい

るため、他の公民館に比べますと２名指導員が多いような状況で配置し

ております。 

ありがとうございました。 

他にございますか。 

はい、教育長。 

はい。堀口委員。 

５ページの学校適正規模適正配置の各公民館での説明会が始まったと

思いますが、説明会ではどなたがどのような説明をされるのか教えてい

ただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校適正配置推進室長。 

主催者といたしまして、教育長をはじめ、教育部長、教育総務課長、学

校教育課長の他、学校適正配置推進室職員が参加しております。 

説明会におきましては、基本方針の概要版を参加者の方に配布をさせて

いただきまして、基本方針の目的、本市の現状と将来予測からの課題、

適正規模適正配置基準、学校再編の方法、検討エリア、今後の進め方に
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堀口委員 

教育長 

井上委員 

教育長 

井上委員 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

生涯学習課長 

 

 

井上委員 

教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

つきまして私の方から説明をさせていただいております。 

なお、説明ののち、参加者からの質疑の時間を設けまして、質問内容に

応じましては、教育委員会事務局の方で手分けをして、対応をさせてい

ただいているところです。 

ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

７ページの３月の行事の中で、２７日の日に春休み特別企画とあります

が、この内容について教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

こちらは、子供たちの居場所作りということで群馬県民の日に実施して

好評だったものを第２弾ということで、春休みに特別企画として開催し

ております。 

内容といたしましては、高校生が企画立案とボランティアに携わってお

ります。午前中はアイスブレイクとして、レクリエーションを楽しみ、

自分たちで好きな具材を２種類ほど持ち寄って、おにぎり作り、ひだま

り広場周辺でお昼を食べた後、逃走中ということで、高校生がハンター

役となって鬼ごっこを楽しんだというものです。 

参加人数が７４名と、とても多い数ですが、その中にはそのボランティ

アの高校生も入っている人数ですか。 

参加者数の中には、おかずを作ってくれた団体や高校生も含まれており

ます。参加者のうち小学生が３３名、高校生が３２名で小学生とボラン

ティアの高校生とほぼ同人数の参加となっております。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

９ページの３月行事ですが、三野谷公民館の３月３日高齢者教室の現地

学習の内容を教えてください。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

こちらは見聞を広めようということで、埼玉県の防災学習センターでの

災害体験と旧渋沢邸の中家で及び渋沢栄一記念館の見学を行っており
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木戸委員 

教育長 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

ます。 

地震体験や暴風体験などの疑似体験を通して、災害への対応や備えにつ

いて学ぶとともに、渋沢栄一の生涯と実績について、「触れる、辿る、知

る」をテーマについて学んできたと伺っております。 

ありがとうございました。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

８ページ、５月１２日と５月１９日に市Ｐ連の役員会と理事会が開かれ

ていますが、令和８年度の市Ｐ連の主な活動方針を教えていただければ

と思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

基本的な方針に昨年と変更はないんですが、児童生徒の安全と健全な成

長を願いまして、家庭、学校、地域社会が連携を図りながら、三つの基

本方針に従って活動を行うということで予定しております。 

まず１点目ですけども、学習研修活動の充実に努め、児童生徒について

の理解と会員相互の資質向上に努める。 

２点目が社会変化に対応したＰＴＡ活動の推進と地域に密着した組織

運営の改善と向上。 

３つ目が学校内外の生活指導の充実を図り、非行や事故防止に努め、子

供たちを取り巻く生活環境の整備、健全化に努めるということです。 

今後、役員会を行いまして、最終的に総会でこちらの基本方針が決定す

るっていう形になっております。 

ありがとうございました。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

１０ページ、分福公民館で３月７日に行いましたトライアル企画シニア

ライフプランについて教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

こちらのタイトルが、争族にさせないために思いを伝えようというもの

になっておりまして、そうぞくというのが通常の相続ではなくて争う家

族というふうに書く争族となります。 
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堀口委員 

教育長 

井上委員 

教育長 

井上委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員 

教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

木戸委員 

教育長 

井上委員 

家族が争わないように、エンディングノートの相続診断で把握するリス

クの入門編と中級編を実施しました。中級編の方は、早期対策を学ぶと

いうことで、１３名の方が参加されまして、自分が亡くなった時に、家

族が争わない対策について学んでいただきました。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

９ページから１０ページに自衛消防訓練とありますが、公民館によって

参加人数にばらつきがありますが、どういった形で行われたのでしょう

か。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

こちらは公民館施設として年２回の消防訓練が基本的には義務付けら

れております。参加人数が違っている点につきましては、公民館によっ

てやり方が違っておりまして、西公民館を例にしますと、１回目は公民

館職員だけで２回目は児童館や学童と合同で実施っていう形をとって

おります。 

また、中部公民館では、青少年センターと教育研究所そして公民館の３

館合同で開催しておりますので、そういった点で公民館によって参加人

数のばらつきが出ております。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

２７ページですが、一番上の部活動指導員の方が二中の北澤さん、多々

良中学校の加藤さんのそれぞれ担当される部活動を教えてください。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

第二中学校の北澤指導員ですが、吹奏楽部を指導しております。 

加えて、多々良中学校の加藤導員ですが、女子バレー部を指導しており

ます。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 
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教育長 

井上委員 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

井上委員 

教育長 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

 

 

はい、井上委員。 

木戸委員が質問された以外の方の担当の部活動も教えてください。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

他の部活動指導員ですが、第一中学校の萩原指導員は、女子バレー部。 

続いて第三中学校の川島指導員は、体操部。 

同じく、多々良中学校の柿沼指導員は、男子バレーをそれぞれ指導して

おります。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

１６ページの青少年補導員街頭補導状況報告書ですが、合計の数字に誤

りがあるかと思います。また、現場注意のＢの欄で、「ながら運転」の合

計が３での男女の数字が０となっておりますが、正しい数字を教えてく

ださい。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

大変申し訳ありませんでした。ご指摘いただきました項目につきまして

は入力の誤りです。正式な数字を申し上げますと、現場注意Ａ「城沼プ

ール・運動場・図書館・美術館」につきましては合計０人が３６人。「大

型店・スーパー」につきましては合計０人が１４人。「コンビ二」につき

ましても合計０人が８人ということになります。 

また、現場注意のＢの欄の「ながら運転」につきましては合計３人が０

人。 

さらに、現場注意のＢの欄「その他」の合計は０人が３人となります。 

大変申し訳ありませんでした。 

ありがとうございます。 

他にございませんか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

同じく１６ページですが、街頭補導で自転車の違反等への指導もあるか

と思いますが、今月から新たに交通違反で自転車も取り締まられるって

いうことで、それについて何か指導をするということがありますか。ま

た、各学校でも生徒に対して自転車の指導等が行われるのか教えていた
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生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀口委員 

教育長 

井上委員 

教育長 

井上委員 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

井上委員 

だければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

まず、街頭補導につきましは生涯学習課の方からお答えさせていただき

ます。 

毎年、補導員と青少推が合同で青色防犯パトロールの講習を行ってお

り、今年は６月５日に警察による自転車講習を受ける予定でおります。 

その講習を受けた後につきましては、街頭補導の中でも講習を受けた内

容に沿って指導していきたいと考えております。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

自転車の取締まりが１６歳以上の自転車運転者を対象ということで、昨

年度末に、市内の第二中学校では、自転車の違反等の内容も含めた指導

を二、三年生に行い、注意喚起したという報告を受けております。 

また、毎月行われております校長会議でも、児童生徒の交通事故報告は

共有しております。そういった中で、今後もこの違反制度にも触れなが

ら、子供たちに多く見られる、一時不停止や安全確認不足、ながらスマ

ホ等の事故の原因なども含めて、その年齢発達段階に応じた指導を行

い、安全教育安全指導の充実を図るような指導を校長会議の中で伝えて

いきたいと考えております。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

同じく１６ページですが、現場注意Ａの「その他」で合計４９とありま

すが、その他の中にはどのようなものがあるのでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

１６ページの「その他」につきましては、まず現場注意Ａにつきまして

は、駐車場の横断や川の危ない場所での魚釣りなど様々なものが含まれ

ておりますが、駐車場や敷地内の横断が、傾向としては多いようです。 

現場注意Ｂにつきましては、法令や条例の違反になりますので、その３

件につきましては、自転車による一時停止無視が３件と伺っておりま

す。 

ありがとうございます。 
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学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

３４ページの後援に関することの表にある９月１２日に開催される里

沼音楽会の内容はどんなものですか？ 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

里沼音楽会は、市内で音楽教室を開催しております滝沢氏が主催となり

まして、西ノ洞で定期的に演奏会を行っています。 

この度、第１０回記念公演を開催するにあたりまして、通常の演奏会の

開場では手狭ということで、文化会館の小ホールで開催することとなり

ました。 

演奏者は、東京都在住のギターリストの小暮氏と主催者であります滝沢

氏のフルートでのコンサートになります。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

２２ページの会計年度任用職員の任用状況を見ますと、各学校にスクー

ルサポートスタッフが配置されているようですが、スクールサポートス

タッフの職務内容教えてください。 

また、全校配置ではない理由とスクールサポートスタッフを配置してい

る学校はこういったところが助かっているという点を教えていただけ

ればと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

スクールサポートスタッフの業務内容でございますが、文書や教材等の

印刷、テストや宿題の丸付け、教材の作成、校舎内外の清掃、子供たち

の登下校中の見守りなど、多岐に渡りますが、それぞれの業務内容につ

いては、その学校の実情や実際配置されているそのスクールサポートス

タッフの状況も見極めながら、決定していくというような状況でござい

ます。 

私も昨年度まで学校に在籍しておりましたが、担任が教材の丸付けや教

材作成といったものをスクールサポートスタッフに依頼をすることで、

子供と向き合う時間が確保できるというところが、学校としても非常に
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井上委員 

教育長 

井上委員 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

井上委員 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

助かると感じておりました。 

全校配置されていないという現状ではございますが、実際のこのスクー

ルサポートスタッフの任用については、県の方で任用が決まっている状

況です。 

今年度も館林市はこの人数でといった割り当てがきて、その中で配置し

ているため、配置の明確な基準はありませんが、スクールサポートスタ

ッフ、市費の教諭補助員、暫定再任用の配置等も踏まえて、また実際に

この配置している方々の居住地や障害者雇用の方もいらっしゃるので、

配慮すべき点などの実情も踏まえながら、東部教育事務所と市教委の中

で調整をし、配置を決めているといったような状況でございます。 

また、スクールサポートスタッフの中で、今年度から複数配置や兼務配

置されているスクールサポートもおります。 

例えば、表の上から４番目、第三小学校の川村スクールサポートスタッ

フですが、第三小学校に席がありますが、第二小学校との兼務という形

になってます。 

そういった方が他に４名おりまして、実際にスクールサポートスタッフ

が配置されていない学校は、四小、六小、七小の３校でございます。 

ありがとうございました。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

先ほど、スクールサポートスタッフについての質問がありましたが、後

補充の職員の方とどういった仕事の違いがありますか。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

今年採用された初任の教員が校外研修という形で、総合教育センターを

中心としながら校外で研修する日がございます。その際に、この後補充

として任用されている職員が学校に行って、子供たちに授業をしたりし

ます。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

２８ページの児童生徒の登校状況について、昨年度のまとめが出ており

ますが、令和７年度は前年度に比べますと合計で１００の増加となりま
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木戸委員 

教育長 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

したが新学期を迎えまして、新たな取組みや対応策などがありますか。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

２８ページの表は、月６日以上欠席した児童生徒を累計で計上しており

ます。 

この表で示されている通り、１００増ということで、本課としても、結

果を重く受け止めております。 

文科省が示しております不登校児童生徒の定義は年間で３０日以上の

欠席とされており、本市でその年間３０日以上の欠席となる児童生徒

は、令和６年度は１５７名、令和７年度も同様に１５７名ということで

同数ではございました。 

ただ、減少傾向が続いていた中で、昨年度の結果となりましたので、改

善を図るという意味で、今年度より教育研究所に所長代理を任用しまし

た。 

教育研究所を中心とした中で、各校においてきめ細かな対応をしていく

という部分は昨年度と同様ではございますが、相談体制やふれあい学級

の指導を、より一層、改善及び充実を図っていく予定でございます。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

５１ページになりますが、科学館の５月行事で、５月５のこどもの日ス

ペシャル投影の内容を教えてください。 

はい、教育長。 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

こちらは、５月５日のこどもの日ということで、子供向けのプラネタリ

ウム番組を上映する前に、科学館のスタッフが子供たちを楽しませるた

めに、クイズやサイエンスショー、歌やダンスなどを見せるという取組

みで、毎年実施しておりまして、子供たちも大変喜んで盛り上がる内容

となっております。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

５０ページで科学館の学校等利用ですが、小学校の利用が２件というこ
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井上委員 

教育長 
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教育長 

栗原委員 

とで、市内全校で１１校ありますので、利用が少ないかと思いますが、

その理由を教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

こちらは、３月分の小学校の利用ということで、市内の小学校の利用が

２件となっております。 

昨年は１２月までにほとんどの学校が先に来ていただいております。リ

ニューアルが３月１日だったので、３月にきていただいた学校が、２校

あったような状況です。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

５０ページで、１０月２６日から３月３１日まで「科学館で５・７・５

あなたの一句大募集！」入選作品展示といった行事がありますが、どん

なものなのか詳しく内容を教えてください。 

はい、教育長。 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

科学館では毎年７月から８月に科学館という言葉から連想する言葉を

使った俳句を募集しております。 

そして、受賞作品を選定し、表彰して、その後は提示をさせていただい

てるという流れになってます。 

今回が４年目になります。 

応募の方法は郵送、ＦＡＸ、Ｗｅｂまたは、学校単位での申し込みとな

っております。 

応募の俳句は、３２０通あり、俳句が趣味という方がたくさんいらっし

ゃるので全国から集まってくる内容となっております。 

館長賞、柊俳句賞、スタッフ賞、みんなの賞ということで賞を決めまし

て、その方々には心ばかりの品をお送りするような形になっており、入

賞作品は館内に展示させていただいております。 

ありがとうございます。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

２７ページの卒業式について、私も五小と多中の卒業式に出ましたが、
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学校給食センター所長 

どちらもよい卒業式でした。市内の小中学校の卒業式はどこも素晴らし

いものだったのかなと思います。ただ、多中の卒業式に出て思ったのは、

欠席して卒業式に出られなかった生徒がいたようですが、市内ではどの

ぐらい欠席で卒業式に出られなかった子供たちがいたのかということ

とその子達へどのような対応をしたのかを教えてください。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

栗原委員からご指摘されましたように、欠席の生徒が中学校にいるとい

う現状は不登校の状況といった点から今後も何とか改善を図っていか

なければというところです。 

実際、令和７年度の市内中学校での３年生の在籍は６４８名です。 

その内の不登校等の理由によって欠席で卒業式に参加できなかった生

徒は、３２名でおよそ４.９％というような結果ではありました。 

それぞれの学校では、通称で第２部卒業式というような言い方をしてお

りますが、通常行われる卒業式の後、時間をずらしたり、会場を変えた

りして、保護者該当生徒、また当該の学年の職員、管理職等も立ち会っ

た中で、第２部の卒業式ということを行い、卒業証書を渡すというよう

なものも行っております。 

そこへの参加が難しいお子さんがいるのも、現状でですが、そういった

場合については、できるだけ呼びかけながら、少人数での、先ほど申し

上げた第２部と同じような形式の第３部卒業式を行なっております。ま

た、本当にお子さんが学校に来ることが難しいような状況の場合には、

保護者の方に卒業証書を渡すといった形で卒業を職員で祝すというよ

うな対応をしております。 

各学校で支援して、何とか卒業できるようにと考えた結果だと思うので

すが、また来年も支援して卒業式に参加する生徒が増えるといいなと思

いました。 

ほかにございませんか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

特に資料があるわけではないのですが、学校給食について、原油高騰と

騒がれており、パンの包装のフィルム等の高騰が見込まれるといったニ

ュースを見みました。今後の給食へどのような影響が見込まれるかお伺

いできればと思います。 

はい、教育長。 
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はい、学校給食センター所長。 

学校給食のパンについてですが、基本的に包装の袋は、年度ごとに群馬

県の学校給食会と供給価格が決められております。 

そのため、基本的に年度途中の価格が変わることはありません。 

今起こってる物価高騰の影響については、来年度の価格設定の方で影響

が出てくるかと思っております。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

５１ページの科学館の５月行事で６日のｍBot プログラミング体験とい

うものがありますが、その内容について教えてください。 

はい、教育長。 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

こちらのｍBot とはプログラミング教材用のロボットのことでブロック

を組立て、車の形を作り上げて、それをｉＰａｄにインストールした専

用アプリでプログラミングし、実際にコースで動かしたり、障害物の前

で止まるようにといったようなプログラミングを実践できるロボット

です。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

２８ページです。不登校の問題ですが、１年間の不登校の児童生徒の増

減が出てますが、この数字の中では、学校に出て来れるようになった子

供がいれば人数は減り、学校に来れなくなった子供がいれば人数は増え

という数字の入繰りがあると思いますが、その中で、学校に出て来れる

ようになった子供たちはどうして出て来れるようになったのか理由を

分析していましたら、お願いします。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

不登校の児童生徒については、その要因等については、様々な要因が複

雑に絡み合っていて難しいところです。 

そこを学校職員も理解し、相談体制を充実して、繋がりを保つというと

ころが大きな対応策です。そういった中で、少しでも改善していくとい



 

 

会議の経過 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員 

教育長 

井上委員 

教育長 

井上委員 

 

 

 

 

教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

 

 

 

子ども科学館長 
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うきっかけの１つには、ふれあい学級があろうかと思います。 

それぞれの学校で、相談体制も充実したふれあい学級にうまく繋げる。 

そのふれあい学級での生活が、自信となって自分の自己有用感に繋が

り、また学校の相談室や通常の教室に少しずつ行けるというような改善

事例もございます。 

また、ふれあい学級だけではなく、その学校の相談室に少しずつ登校を

促してみたり、私がいた学校におきましても、放課後の登校で担当と話

をしたり、相談ができる職員と相談をしたり、そういった繋がりを少し

ずつ少しずつ強くしていくことによって改善が図られているといった

ところが背景にはあろうかと思います。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

はい、教育長。 

はい、井上委員。 

質問ではありませんが、給食の献立で若鶏のマリネが復活してとても嬉

しく思いました。 

この献立を見ると、４月で子供たちが給食を楽しみにして登校できるよ

うにしたいというような給食センターの思いを感じとることができて

嬉しかったです。 

ほかにございますか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

５１ページの５月３０日に開催されたベビープラネタリウムとファミ

リープラネタリウムについてお伺いしたいのと５２ページのプラネタ

リウムの投影番組でこれまでは当月の投影番組のみ記載されておりま

したが、４月と５月の投影番組が記載されている理由があれば、お願い

します。 

はい、教育長。 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

まず、ベビープラネタリウムとファミリープラネタリウムですが、こち

らは科学館が幅広い世代の多様な学びの機会を支援しようということ

で実施している事業でございます。 

子育て世代を対象としておりまして、ベビープラネタリウムは子供向け

の番組を投影します。 

ファミリープラネタリウムは、もう少し大きいお子さんや親御さん向け
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の番組を選んでおります。 

両方とも投影中もプラネタリウム内を真っ暗にせず、小さいお子さんが

いる家族でも楽しめるような工夫ですとか、通常、一度始まってしまう

と入退場はお断りしておりますが、入退場も可能、またお子さんが話し

声を出しても、お互いおおらかに見ましょうということで、子育て世代

が楽しめるようなプラネタリウムを実施しています。 

２つ目のご質問についてです。 

５２ページで、今回４月と５月の投影番組が記載されている理由は、当

月と来月の番組を、この機会でお知らせさせていただけたらなというこ

とで記載させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではないようですので、事務報告は記載の通り承認するものとして

よろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、記載のとおり承認するものといたします。 

次に、日程第５ 議事に入ります。 

まず、本日、追加議案として、議案第５２号 向井千秋記念子ども科学

館条例施行規則の一部を改正する規則の制定について及び議案第５３

号 向井千秋記念子ども科学館運営協議会規則等の一部を改正する規

則の制定についてが提出されました。このことについて、議題として取

り扱うものとしてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

ありがとうございます。 

それでは議案第４４号 館林市教育委員会点検評価委員の委嘱につい

てを議題といたします。このことについて説明をお願いいたします。 

（別紙資料に基づき説明） 

 提案理由等：地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第 

２項の規定により、教育に関し学識経験を有する者の 

知見の活用を図るため、館林市教育委員会点検評価委 

員を委嘱しようとするものである。 

ありがとうございました。ただいまの説明について、質疑等がありまし

たらお願いします。 

（委員から「なし」の声あり） 
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教育長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

教育長 

 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

 

生涯学習課長 

 

それではお諮りいたします。本案につきましては原案の通り決定するも

のとしてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案は原案の通り決定いたします。 

次に、議案第４５号 館林市地域学校協働活動推進委員の委嘱について

を議題といたします。このことについて説明をお願いいたします。 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等：館林市地域学校協働活動推進員の設置に伴い、委嘱し 

      ようとするものである。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

地域学校協働活動推進委員の具体的な職務内容と、お二人でどれぐらい

の地域を担当するのか教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

昨年度までに地域学校協働本部が５館の公民館で立ち上がっておりま

す。今回、新たに２名の推進委員の委嘱を行い、今年度中に、残り６館

の地域学校協働本部の立ち上げに向けた支援を行っていただきたいと

いうのが一番にあります。さらに、地域学校協働本部や地域学校協働活

動についての知識を公民館長対象とした講演等を通じて伝えていくと

いったことも予定をしております。 

また、担当エリアについてですが、今回２名ということで、例えば山岸

活動委員つきましては、四小、大島公民館エリアを拠点に活動をしてい

ただきますが、基本的には全地区担当という総括的な形でお願いをして

おります。 

泉田活動委員につきましても、主な活動場所は中部公民館を予定してお

りますが、山岸活動委員と同様に統括的にということで、全てのエリア

で、相談したいことですとか、支援してほしいことがあれば、お願いし

ていただくということになっております。 

この二人が必要に応じて、いろんなところへ出かけていって説明をした

りしていくということですね。 

今回、２名体制ということですので、基本的には委員さんのおっしゃる

通り、全ての地区に出かけて相談があればそこで支援をしていただくと
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教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

いうことを予定しております。 

ほかにございますか。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、議案第４６号 館林市青少年補導委員の委嘱についてを議題とい

たします。 

このことについて説明をお願いいたします。 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等：館林市青少年補導員の任期は２年であり、令和９年３ 

月３１日までであるが、構成団体の役員解職等に伴い、 

新たに補導員を委嘱しようとするものである。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、議案第４７号 学校運営協議会委員の委嘱についてを議題といた

します。このことについて説明をお願いいたします。 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等：館林市立小中学校１６校における学校運営協議会委員 

を、４月１日付けで委嘱しようとするものである。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、議案第４８号 館林市文化財保護審議会委員の委嘱についてを議

題といたします。このことについて説明をお願いいたします。 
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文化振興課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

教育総務課長 

教育長 

教育総務課長 

 

栗原委員 

教育長 

 

教育長 

 

 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等：館林市文化財保護審議会委員の任期は２年であり、現 

在の任期は令和９年３月３１日までであるが、委員（ 

関係行政職）について令和８年４月１日付け人事異動 

に伴い、後任者に委嘱しようとするものである。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、議案第４９号 館林市教育委員会職員等の旅費に関する規則の一

部を改正する規則の制定についてを議題といたします。このことについ

て説明をお願いいたします。 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等：館林市職員等の旅費に関する条例施行規則の改正に伴 

い、所定の改定を行うため、本規則を制定しようとす 

るものである。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

教育委員だけではなく、職員全体が日当廃止となってしまったとういこ

とでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、教育総務課長。 

市の職員を含めて日当が廃止となりました。代わりとしまして、県庁に

出張する際の高速道路の利用が可能になりました。 

理解しました。 

ほかにございますか。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 
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教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、議案第５０号 館林市幼児教育アドバイザー設置要綱の制定につ

いてを議題といたします。このことについて説明をお願いいたします。 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等： 館林市幼児教育アドバイザー設置に伴い、必要な事 

       項を定めるため、本要綱を制定しようとするもので 

ある。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

幼児教育アドバイザーを現幼稚園長が委嘱をされて、必要に応じて、こ

ども園の方に出向くっていうことですね。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

今、栗原委員からおっしゃられたとおり、南こども園の小山園長、多々

良保育園の山本園長、東保育園の竹内園長、松波保育園の坂下園長、以

上４名を、幼児教育アドバイザーということで委嘱します。 

実際、保育等を参観しながら、指導及び助言を行います。これまでもこ

ども園には学校教育課指導主事が１学期中の前期訪問、２学期中の中期

訪問を行なっておりますが、こういった時期に一緒に幼児教育アドバイ

ザーも同行しながら、保育を参観して指導助言する。 

また、それ以外でも、園の方から要請があれば、アドバイザーの方が

出向いて実際に参観し、助言したり、研修の充実化を図ったりといった

動きをとる予定でございます。 

学校教育課の指導主事も一緒になって、園の方を訪問するということで

すね。 

今申し上げた５月末から６月の前期訪問、それから９月の中期訪問で

は、学校教育課の指導主事も同行します。 

もし、それ以外に必要があって要請がきた場合にはアドバイザーのみで

いくこともあろうかと思いますが、その内容によってうまく学校教育課

と園で連携しながら幼児教育の充実を図っていう流れでございます。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

（委員から「なし」の声あり） 
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学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

子ども科学館長 

 

 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、議案第５１号 令和 8年度奨学資金新規募集貸与者の決定につい

ては、館林市教育委員会会議規則第１７条第１項により非公開としたい

と思いますが、非公開としてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、ただいまから教育委員会を非公開とします。 

該当者については、一時退出を願います。 

 

【傍聴人及び事務局対象者 退室】 

 

（非公開） 

 

【傍聴人及び事務局対象者 入室】 

 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

申しわけありませんが、先程の議案で誤植がありましたので修正をお願

いできればと思います。 

先程、ご説明させていただきました幼児教育アドバイザー設置要綱の第

５条に幼児教育アドバイザーは幼児教育に関する専門知識を有する者

のうちから、教育委員会がとありますが、これを教育長がということで、

修正をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

ここで、議案第５２号及び議案第５３号の関連議案を、一括して議題と

させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

ありがとうございます。それでは、このことについて説明をお願いしま

す。 

（別紙資料に基づき一括して説明） 

議案第５２号 向井千秋記念子ども科学館条例施行規則の一部を改正

する規則の制定について 
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栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

 

子ども科学館長 

教育長 

子ども科学館長 

 

 

 

 

栗原委員 

 

子ども科学館長 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

子ども科学館長 

教育長 

子ども科学館長 

議案第５３号 向井千秋記念子ども科学館運営協議会規則等の一部を

改正する規則の制定について 

提案理由等：向井千秋記念子ども科学館条例の改正に伴い、所定の 

      改正を行うため、本規則を制定しようとするものであ 

る。 

ありがとうございました。ただ今の説明について、質疑等がありました

らお願いします。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

具体的に教えていただきたいのですが、７０代の市内在住のおじいちゃ

んがお孫さんとプラネタリウムを日曜日に見に来たら、いくらかかるの

か。また、市外のおじいちゃんと見に来た場合、いくらになるのかをお

しえていただければと思います。 

はい、教育長 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

６月１日以降の例ですが、料金が改定となりまして、例えばおじいちゃ

んは、セット券でプラネタリウムを見ていただくと、９００円となりま

す。 

子供さんの場合は、入館料はかからず、３３０円になりますので、合わ

せますと１，２３０円ということになるかと思います。 

そうなると市内と市外のおじいちゃんの区別というのはどうするんで

すか。 

減免申請をしようとする方につきましては、身分証を確認させていただ

きます。現在も、市内も市外も身分証の提示をお願いしておりますので、

減免を希望する際には身分証をご提示いただくというような流れにな

ります。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

第９条の中に減免の関係で、１０人以上の団体でといった記載がありま

すが、どういったことを想定していますか。 

はい、教育長。 

はい、たてばやし向井千秋記念子ども科学館長。 

具体的なイメージとしては、痰の吸引ですとか、おむつの交換ですとか
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教育長 
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栗原委員 
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教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そういったものを想定しておりまして、科学館にたくさんお客様がいら

っしゃっていただく中で、そういった方をお連れになるご家族もいらっ

しゃいますが、その場合に少人数のであれば下の階にスペースを設けて

ありますので、そちらでご対応いただき、団体利用の際には、３階の会

議室を無償で使っていただくというようなことを想定しております。 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

小さなことですが、これからは電話かかってきたらたてばやし向井千秋

記念子ども科学館ですと職員は電話にでるのでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、子ども科学館長。 

職員も頑張って長いですが名乗っております。聞いてる方も疲れてしま

うかもしれませんが、名乗っております。 

わかりました。お疲れ様です。 

ほかにございますか。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りします。本案につきましては原案の通り決定するものと

してよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案を原案の通り決定いたします。 

次に、日程第６ その他で何かございますか。 

（委員等から「なし」の声あり） 

ないようですので、以上で本日の全日程を終了します。 

これに、教育委員会を閉会いたします。     （午後４時１７分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


